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鳥
羽
道
の
概
要

鳥
羽
道
は
、
伊
雑
宮
が
あ
る
志
摩
市
磯
部
町
の
上
之
郷
か

ら
山
田
・
沓
掛
・
五
知
・
松
尾
・
船
津
を
経
て
鳥
羽
本
町
に

入
り
、
峠
御
門
で
城
下
を
出
て
、
堅
神
・
堂
坂
峠
・
朝
熊
・

一
宇
田
・
楠
部
を
経
て
宇
治
山
田
に
至
る
。
磯
部
と
鳥
羽
と

宇
治
山
田
を
結
ぶ
地
方
道
で
あ
る
。

上
之
郷
か
ら
鳥
羽
へ
と
至
る
道
は
、
上
之
郷
〜
沓
掛
間
を

除
き
国
道
１６７
号
に
ほ
ぼ
重
な
り
、
青
峯
山
を
右
手
に
仰
ぎ
な

が
ら
、
の
ど
か
な
集
落
が
点
在
す
る
道
が
つ
づ
く
。
五
知
を

越
え
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
の
坂
道
が
伸

び
て
い
る
。
こ
れ
が
五
知
峠
で
、
志
摩
市
磯
部
町
と
鳥
羽
市

の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
羽
市
の
松
尾
は
青
峯
山
正
福
寺

へ
参
る
青
峯
道
の
ほ
か
、
沿
岸
の
浦
村
や
相
差
へ
の
道
の
起

点
と
も
な
っ
て
お
り
、
往
来
す
る
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。

松
尾
を
過
ぎ
、
加
茂
に
入
る
と
側
を
流
れ
る
加
茂
川
の
幅

が
広
く
な
り
、
河
口
も
近
く
な
る
。
こ
の
あ
た
り
は
戦
国
時

代
、
九
鬼
水
軍
の
鳥
羽
支
配
の
拠
点
と
な
っ
た
「
田
城
」
が

江
戸
初
期
ま
で
築
か
れ
て
い
た
。
船
津
は
文
字
通
り
港
が
か

つ
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
加
茂
か
ら
鳥
羽
本
町
へ
の
通
行
や

物
資
の
輸
送
に
は
、
陸
を
行
く
よ
り
こ
こ
か
ら
船
を
利
用
す

る
方
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

鳥
羽
本
町
は
、
か
つ
て
城
下
町
だ
っ
た
名
残
を
偲
ぶ
よ
う

に
整
然
と
し
た
通
り
が
続
く
。
鳥
羽
小
学
校
の
あ
る
高
台
を

中
心
と
し
た
丘
陵
は
、
か
つ
て
九
鬼
氏
が
鳥
羽
城
を
築
い
た

地
。
鳥
羽
城
は
水
軍
の
本
拠
地
と
し
て
海
に
面
し
て
築
か
れ
、

東
北
中
央
に
大
手
門
が
海
に
面
し
、
外
堀
に
海
水
を
流
入
さ

せ
て
い
た
。
現
在
は
石
垣
の
一
部
が
、
校
庭
の
周
囲
に
残
っ

て
い
る
。「
堀
の
上
通
り
」
を
通
り
、
鳥
羽
道
は
、
城
跡
を
右

に
仰
ぎ
な
が
ら
北
西
に
直
進
し
、
本
町
口
門
で
左
折
し
、
峠

番
所
を
経
て
堅
神
・
堂
坂
峠
に
至
る
。

近
世
、
廻
船
の
寄
港
地
だ
っ
た
鳥
羽
に
あ
っ
て
、
陸
上
交

通
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
堂
坂
峠
に
よ
る
伊
勢
と
の
交

通
だ
っ
た
。
伊
勢
は
、
鳥
羽
の
主
要
産
物
で
あ
る
海
産
物
の

消
費
市
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
鳥
羽
で
不
足
し
て
い
た
米
の

仕
入
先
で
も
あ
り
、
鳥
羽
道
は
、
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
重

要
な
生
活
道
だ
っ
た
。

ま
た
、
伊
勢
の
庶
民
に
と
っ
て
、
鳥
羽
道
は
信
仰
と
観
光

を
か
ね
た
道
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
伊
勢
を
出
発
し
、
逢

坂
越
え
で
伊
雑
宮
に
参
拝
し
て
上
之
郷
で
一
泊
。
翌
朝
、
青

峯
山
正
福
寺
に
参
詣
し
て
松
尾
か
岩
倉
で
昼
食
を
と
り
、
鳥

羽
・
堅
神
を
経
て
朝
熊
村
で
夕
食
、
伊
勢
に
帰
宅
す
る
の
が

典
型
的
な
コ
ー
ス
だ
っ
た
と
い
う
。

鳥
羽
道
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伊雑宮から　　伊勢神宮へと向かう道。

鳥 羽  道

歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。
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21 20

約
600
ｍ

約
200
ｍ

約
10
00
ｍ

沓掛駅

近
鉄
志
摩
線

青
峯
道
（
磯
部
道
）

上之郷駅

磯部道

素朴な農
村の風景が
続く。

Ｐ22

山田川
野
川

6 石柱
昭 和46年（1971）の も の。

「青峰山旧道登口　山上ま
で十七丁（二粁）」とあり、下
之郷の石材店が刻んだとい
う。

5 標柱
「神崇山安国寺　沓掛区」と
刻まれている。

4 庚申塚
享保14年 （1729）のもの。安
国寺手前の左側の椎の樹の
根本にある。

3 青峯山の眺め

2 山田を行く道

1 伊雑宮
毎年6月24日、御田植祭（日
本三大御田植祭のひとつ）
が行われる。神宮125社。

6

1

2

3

5

4

(1)上之郷
 （志摩市磯部町上之郷～沓掛）



23 22

約
1200 ｍ

約
1650ｍ 近

鉄
志
摩
線

五知駅

なだらか
で、まっすぐ
に伸びる峠
道。

Ｐ23
Ｐ25

Ｐ21Ｐ22

野
川

白
木
川

1 四丁　町石地蔵

4 地蔵

3 白木を行く道

2 五知峠

1

4
3

2

(2)五知
 （志摩市磯部町沓掛～鳥羽市白木町）



25 24

約 11
50 ｍ

約
45
0
ｍ

白木駅
近鉄志

摩線

松
尾
駅

青
峯
道

（
松
尾
道
）

加茂駅

青峯道と
の分岐点。

Ｐ23

Ｐ26

加
茂
川

7 矢負い地蔵
矢をかついだ地蔵で、昔、お
たきという欲の深い婆が仙
人の命を受けた若者によっ
て射殺されそうになったと
き、地蔵が矢をつかまえて
くれたという言い伝えがあ
る。

6 いずめのこ
もとは池であったといわれ
る湿地。湿地のおもかげも
消えかけている。

5 庚申堂

4 岩森
高 さ20メ ー ト ル ほ ど の 巨
岩。下は公園になっている。

3 石碑（かね石）
天徳寺向かいの公民館前に
ある。明治23年（1890）石橋
の松尾橋が松尾住民多数の
寄付により作られたことを
示す石碑。

2 道標
明 治29年（1896）の も の で

「右青峯道」「日本共立汽船
株式会社船中発起人　市口
熊 □」「左 子 安 地 蔵 及 鏡 浦
村」「明 治 廿 九 年 第 十 二 月
建」と刻まれている。

1 道標
文 化14年（1817）
のもので「左青峯
道」「右磯部道」「文
化 十 四 年 正 月 吉
日」と刻まれてい
る。

7

6

5
4

3

2

1

(3)松尾
 （鳥羽市白木町～岩倉町）



27 26

約
30
0
ｍ

約
60
0
ｍ

約
650 ｍ

約
80
0 ｍ

約
500 ｍ

船津駅

近
鉄
志
摩
線

加茂川

鳥羽河内川

近
鉄
志
摩
線

志摩赤崎駅

雑木におお
われた山道
を歩く。

Ｐ24

Ｐ27Ｐ28

Ｐ26

鳥羽港

中之郷駅

5 オタイ神
オ タ イ 神 と 呼 ば れ る 神 様
が、明治末頃まで加茂地区
の各村で信仰されていた。
毎年正月に祭があり、土地
の人がその年の吉凶を占っ
たりしたという。寺ヶ谷川
を渡って旧県道へのつきあ
たり。

4 道標
「（梵 字）右 満 る や ま み ち」
「施 主　 鳥 羽 并 諸 廻 船」「宝
暦八戊寅歳（1758）八月日」

「石垣施主河内」と刻まれて
いる。

3 常夜燈
安 永4年（1775）の
もの。

2 毘沙門天
常夜燈と並んで祀られてい
る。

1 九鬼岩倉神社
田城城跡で、鳥羽市指定史
跡。

9 西念寺 8 旧広野家住宅（角屋）主
屋
国登録有形文化財

7 赤崎地蔵（3体）
本性寺跡から坂道をのぼっ
た山の中腹にある。

6 赤崎神社
神宮125社

5

4

1

9 8

7

6

32

(4)船津
 （鳥羽市岩倉町～鳥羽）



29 28

約 650 ｍ

鳥羽駅

近
鉄
志
摩
線

JR 参宮線

近鉄
鳥羽
線

中之郷駅

池の浦駅

　　
格子戸の窓
など昔の面影を
残した家が多く
残っている。

Ｐ27

紙
漉
川

16 峠御門（番所）跡
三基の碑がある。右の碑に
は、「元和九亥年（1623）七月
廿二日　海月良雲」と刻ま
れている。中央の碑は文字
なし。左の碑には「寛永五年
戊辰（1628）五月十七日西岸
浄本」と刻まれている。 15 常安寺

九鬼守隆が、父嘉隆の冥福
を祈るため修造寄進したも
の。多くの文化財が残され
ている。

14 本照寺
真宗高田派の寺院。

13 賀多神社（八王寺）

12 遊廓跡

3 鳥羽城跡
県指定史跡

1 金胎寺
伊勢西国三十三所観音霊場
第6番札所

22 道標
「右いせ参宮二見ヶ
浦道　是より二見へ
四 十 丁」「左 朝 熊 道」

「明治廿六年三月建
立　 献 二 見 宿 志 中」
と刻まれている。

21 堅神神社
西ノ辻橋を渡った付近。

20 地蔵
「三界萬霊」と刻まれ
ている。

19 道標
嘉 永 3 年

（1850）の も
の で、西 ノ 辻
橋 付 近 に あ
る。「左 あ さ ま
可たけ　内宮
へ か け ぬ 希」
と刻まれてい
る。

17 源五郎地蔵

11 鳥羽みなとまち文学
館

9 伊良子清白の家 8 鳥羽歴史文化ガイドセ
ンター

7 門野幾之進記念館

5 真珠博物館（ミキモト
真珠島）

4 鳥羽水族館

10 松尾芭蕉句碑

6 山口誓子句碑

2 松尾芭蕉句碑

18 山口誓子句碑

16
15
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3
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9
8
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5
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(5)鳥羽
 （鳥羽市鳥羽～堅神町）



31 30

約 17
00 ｍ

J
R
参
宮
線

近鉄鳥
羽線

堂坂峠。か
つて志摩国と
伊勢国の境
だった。

堀通
川

朝熊川

1 堅神を行く道

2 現在は県道３７号線

2

1

(6)堅神
 （鳥羽市堅神町～伊勢市朝熊町）



33 32

約 1400 ｍ

近鉄鳥羽線

朝
熊
岳
道（
朝
熊
村
岳
道
）

朝熊川

大
谷
川

ケ
ー
ブ
ル
川

1 二瀬橋

2 近鉄線の高架をくぐる
道

1

2

(7)朝熊・１
 （伊勢市朝熊町）



35 34

約 140
0 ｍ

朝
熊
岳
道（
朝
熊
村
岳
道
）

朝熊駅

近鉄鳥羽
線

伊勢
二見
鳥羽
ライ
ン

朝熊岳道
との分岐
点。

大
谷
川

ケ
ー
ブ
ル
川

朝
熊
川

五十鈴川

矢
田
川

8 二十二町　角柱型
町石
安 永8年（1779）の も
の。「三界万霊」「（梵字）
二十二町」「是より阿さ
またふけまて」「安永八
年己亥二月建」と刻ま
れている。

7 六文字各号碑
寛 永19年（1642）の も の。

「寛永十九壬」「南無阿弥陀
佛」「十月十五日」と刻まれ
ている。

6 地蔵

5 地蔵堂
中に3体の地蔵が祀られて
いる。

4 朝熊第一之拝所
内部に千体仏がある。

3 庚申碑
建立年代は不明だが、江戸
末期かと思われる。

2 河原地蔵
元 禄2年（1689）の も の。高
さ約60cm。 1 道標

安 永8年（1779）
のもの。朝熊山金
剛 証 寺 に 至 る 岳
道と交差する、左
曲がり角。下部半
分 が コ ン ク リ ー
ト で 固 め ら れ て
い る。西 面「右 あ
さ ま た け　 左 志
州　 と ば み ち」。
北面「安永八己亥
念年十□□□□」
と刻まれている。

10 神宮神田

9 西入六千日参結
願碑
三 角 状 の 自 然 石。

「寛 分 三 日 の 絵 癸 卯
（1663）年七月日　奉
参詣三宮六千日結願
供養　四之宮河原住
人西入敬白」と刻まれ
ている。

5

4

1

9
32
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(8)朝熊・２
 （伊勢市朝熊町～楠部町）



37 36

約 500 ｍ

約
250
ｍ

伊
勢
街
道

近鉄鳥羽線

伊勢二見鳥羽ライン

五十鈴川駅

五
十
鈴
川

　
鳥羽道は、
伊勢神宮（内
宮）手前の宇
治で終点と
なる。

12 宇治山田神社
13 那自賣神社
神宮125社

11 伊佐奈弥宮
神宮125社
向かって1番左のお宮。

10 伊佐奈岐宮
神宮125社
向かって左から2番目のお
宮。

9 月読宮
神宮125社
向かって右から2番目のお
宮。

8 月読荒御魂宮
神宮125社
向かって1番右のお宮。

7 葭原神社
神宮125社

6 道標
民家の曲がり角。
東面「左さん宮道」
南 面「右 二 見 鳥 羽
道」。西 面「弘 化 二
年 巳（1845）十 一
月吉日」と刻まれ
ている。

5 五十鈴橋から見た五十
鈴川

3 宇治乃奴鬼神社
4 大土御祖神社
神宮125社

1 葦立弖神社
2 国津御祖神社
神宮125社

14 お伊勢まいり資料館

1312

7

6

14

43

21

1110

98

5

(9)楠部
 （伊勢市楠部町～中村町）


